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た
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
文
書
「
務
形
書
上
申
切
支
丹
一
巻
」
は
能
登
、
羽
咋
の
吉
野
屋

村
の
人
と
の
関
わ
り
も
示
し
て
お
り
、
今
後
詳
細
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
絶
滅
作
戦
に
よ
り
、
類
族
も
絶
え
て
「
根
切
り
」
と
な
っ
た
。
加
賀
藩

の
根
切
り
は
高
山
右
近
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
内
藤
徳
庵
の
子
孫
が
加
賀
藩

に
戻
っ
て
き
て
、
棄
教
し
た
う
え
で
類
族
と
し
て
監
視
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
つ

ぎ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。「
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
晦
日
、
転
切
支

丹
類
族
内
藤
三
知
没
し
、
加
賀
藩
に
於
け
る
こ
の
種
の
者
跡
を
絶
つ
」。

内
藤
三
知
の
死
去
で
、
加
賀
藩
役
人
把
握
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
絶
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
加

賀
藩
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
長
崎
に
は
何
千
人
も
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
生

き
延
び
て
い
た
こ
と
が
、
翌
年
の
一
八
六
五
年
（
元
治
二
）
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

旧
暦
の
二
月
二
〇
日
に
大
浦
天
主
堂
に
や
っ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
一
行
が
プ
チ

ジ
ャ
ン
神
父
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
り
出
た
。
こ
の
弾
圧
下
の
信
徒
発
見

は
「
宗
教
史
上
の
奇
跡
」
と
い
わ
れ
る
。

長
崎
の
浦
上
か
ら
金
沢
藩
に
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）、
五
百
人
以
上
卯
辰
山
（
金

沢
市
内
）
に
幽
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
経
緯
は
別
記
す
る
。

　
二  

浦
上
四
番
崩
れ
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「
浦
上
四
番
崩
れ
と
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
」

　

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
に
、「
修
好
通
商
条
約
」
が
、
米
、
蘭
、
露
、
英
、
仏
と

の
間
に
締
結
さ
れ
、
長
崎
に
外
国
人
居
留
地
が
で
き
、
一
八
六
五
年
（
元
治
元
）
に
外

国
居
留
民
の
た
め
の
教
会
が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
こ

れ
が
大
浦
天
主
堂
で
フ
ラ
ン
ス
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

二
五
〇
年
間
、
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
弾
圧
の
中
で
代
々
信
仰
を
守
っ
て
き
た

が
、
浦
上
に
住
む
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達
が
大
浦
天
主
堂
を
訪
ね
、
教
会
の
プ
チ
ジ
ャ
ン

神
父
に
近
づ
き
耳
元
で
言
っ
た
。

　
　
「
ワ
レ
ラ
ノ
ム
ネ　

ア
ナ
タ
ノ
ム
ネ
ト
オ
ナ
ジ
」

　
　
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
ご
像
は
ど
こ
？
」

　

弾
圧
の
な
か
で
潜
ん
で
い
た
信
徒
が
、
こ
こ
に
初
め
て
神
父
と
の
対
面
を
果
た
す
こ

と
に
な
っ
た
劇
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
浦
上
の
信
徒
は
、
指
導
司
祭
を

得
て
、
幕
府
の
目
を
は
ば
か
る
と
は
い
え
、
四
つ
の
秘
密
教
会
を
持
ち
、
ミ
サ
、
告
解

等
が
行
わ
れ
は
じ
め
た
。

　

浦
上
の
信
徒
が
、
各
地
へ
流
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
歴
史
の
上
で
は
「
浦

上
四
番
崩
れ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
崩
れ
」
は
死
者
の
埋
葬
を
檀
那
寺
で
す
る

事
を
拒
否
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
自
葬
が
数
度
に
重
な
り
、
壇
那
寺
と
の
関
係
を
絶
ち
た
い
と
の

申
し
出
は
、
幕
府
の
寺
請
制
度
に
対
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
奉
行
所
は
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
内
情
を
探
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
秘

密
教
会
・
聖
マ
リ
ア
堂
へ
嵐
の
夜
に
踏
み
込
ん
だ
。
一
八
六
七
年
七
月
十
四
日
（
慶
応

三
年
六
月
十
三
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
の
捕
縛
、
投
獄
に
対
し
て
、
各
国
が
抗
議
し
た
が
聞
き
入
れ
ず
、

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
年
四
月
十
七
日
）
太
政
官
達
に
よ
り
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

は
各
藩
へ
流
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、四
千
人
近
い
人
が
全
国
二
十
藩
へ
預
け
ら
れ
た
。

◇  

名
古
屋
藩
へ
流
配
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン

　

名
古
屋
藩
（
現
・
愛
知
県
）
に
預
け
ら
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
浦
上
・
家
野
郷
城
之

越
の
人
々
三
百
七
十
五
名
で
あ
り
、
第
一
回
の
「
教
徒
引
渡
し
」
の
戸
主
男
子
六
十
三
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名
は
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
一
月
五
日
）
に
立
山
役
所
に
集
め
ら
れ
、
大
波
止
で

乗
船
さ
せ
ら
れ
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
大
阪
八
軒
屋
と
い
う
船
着
場
に
着
い
た
。
一
同
は

腰
紐
で
数
珠
つ
な
ぎ
に
さ
れ
て
歩
か
さ
れ
、
六
日
目
に
名
古
屋
に
着
く
と
、
広
小
路
の

牢
獄
や
西
本
坊
（
西
本
願
寺
別
院
の
こ
と
で
当
時
は
西
掛
所
と
呼
ば
れ
た
）
に
つ
な
が

れ
た
。
そ
の
後
、
七
ッ
寺
境
内
の
建
物
に
も
板
囲
い
の
上
収
容
さ
れ
た
。
四
度
に
わ
た

る
流
配
通
達
で
、
尾
張
藩
預
け
は
婦
女
子
も
含
め
最
終
的
に
三
百
七
十
五
名
と
な
っ
た

（
青
山
玄　
「
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
名
古
屋
藩
預
け
」『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
22
）。

◇  

金
沢
藩
へ
流
配
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン

　

金
沢
に
流
配
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
人
々
は
、二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
。

　

一
つ
は
戸
主
を
中
心
と
し
た
百
十
四
名
の
男
子
で
、
着
の
身
着
の
ま
ま
連
れ
出
さ
れ

た
。
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
十
二
月
四
日
）
に
船
に
乗
せ
ら
れ
、
瀬
戸
内
か
ら
数
日

後
に
大
阪
着
。
そ
こ
に
金
沢
の
役
人
が
三
名
ほ
ど
来
て
い
た
。
三
、四
日
、
滞
在
し
た

の
は
木
津
村
の
願
泉
寺
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
淀
川
を
進
み
伏
見
へ
。
琵
琶
湖
の
渡
船
の

あ
と
、
海
津
着
。
そ
の
後
、
大
雪
の
中
を
陸
行
し
て
、
中
山
か
ら
越
前
、
そ
し
て
金
沢

へ
向
か
う
。

　

金
沢
に
到
着
す
る
と
、
彼
ら
は
通
称
「
向
山
と
い
わ
れ
る
卯
辰
山
に
収
容
さ
れ
た
。

卯
辰
山
は
藩
末
に
開
発
が
進
め
ら
れ
、
織
屋
、
養
生
所
（
病
院
）、
撫
育
所
（
救
貧
院
）、

茶
屋
、
揚
弓
場
、
馬
場
、
芝
居
小
屋
、
湯
坐
屋
（
薬
湯
施
設
）
が
で
き
て
い
た
。
た
だ
、

キ
リ
シ
タ
ン
が
収
容
さ
れ
た
頃
は
、
開
拓
の
施
設
も
さ
び
れ
た
廃
屋
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
行
は
織
屋
と
い
わ
れ
る
二
階
建
て
の
長
屋
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
老
人
は
下
に
、
壮

年
は
二
階
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
間
取
り
は
広
く
、
青
々
と
し
た
新
畳
が
敷
き
詰
め

ら
れ
、
布
団
は
山
と
積
ま
れ
、
火
鉢
に
は
炭
火
を
さ
か
ん
に
お
こ
し
て
あ
り
、
鉄
瓶
の

湯
は
音
を
た
て
て
、
た
ぎ
っ
て
い
る
、
と
い
う
厚
遇
に
一
行
は
驚
く
。

　

一
日
三
、四
回
大
声
を
あ
げ
て
、
お
祈
り
を
す
る
の
が
日
課
だ
っ
た
。
食
事
は
そ
れ
ほ

ど
悪
く
な
い
。
量
は
一
食
分
が
黒
塗
り
碗
に
一
杯
。
副
食
は
朝
夕
茄
子
の
ぬ
か
づ
け
が

三
切
れ
。
昼
は
水
の
よ
う
に
薄
い
味
噌
汁
、
時
に
鰊
の
塩
漬
け
か
鰯
の
粕
漬
け
が
で
た
。

　

百
余
名
の
第
一
陣
の
後
、
十
二
月
八
日
、
後
続
の
キ
リ
シ
タ
ン
四
百
十
名
が
金
沢
藩

の
猶
龍
丸
と
い
う
船
に
乗
せ
ら
れ
、
玄
海
灘
を
通
過
し
て
、
七
尾
（
所
口
）
に
十
二
月

十
二
日
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
大
雪
の
中
を
歩
い
て
、
卯
辰
山
の
湯
坐
屋
に
二
十
二
日
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た
。
た
だ
、

キ
リ
シ
タ
ン
が
収
容
さ
れ
た
頃
は
、
開
拓
の
施
設
も
さ
び
れ
た
廃
屋
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
行
は
織
屋
と
い
わ
れ
る
二
階
建
て
の
長
屋
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
老
人
は
下
に
、
壮

年
は
二
階
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
間
取
り
は
広
く
、
青
々
と
し
た
新
畳
が
敷
き
詰
め

ら
れ
、
布
団
は
山
と
積
ま
れ
、
火
鉢
に
は
炭
火
を
さ
か
ん
に
お
こ
し
て
あ
り
、
鉄
瓶
の

湯
は
音
を
た
て
て
、
た
ぎ
っ
て
い
る
、
と
い
う
厚
遇
に
一
行
は
驚
く
。

　

一
日
三
、四
回
大
声
を
あ
げ
て
、
お
祈
り
を
す
る
の
が
日
課
だ
っ
た
。
食
事
は
そ
れ
ほ

ど
悪
く
な
い
。
量
は
一
食
分
が
黒
塗
り
碗
に
一
杯
。
副
食
は
朝
夕
茄
子
の
ぬ
か
づ
け
が

三
切
れ
。
昼
は
水
の
よ
う
に
薄
い
味
噌
汁
、
時
に
鰊
の
塩
漬
け
か
鰯
の
粕
漬
け
が
で
た
。

　

百
余
名
の
第
一
陣
の
後
、
十
二
月
八
日
、
後
続
の
キ
リ
シ
タ
ン
四
百
十
名
が
金
沢
藩

の
猶
龍
丸
と
い
う
船
に
乗
せ
ら
れ
、
玄
海
灘
を
通
過
し
て
、
七
尾
（
所
口
）
に
十
二
月

十
二
日
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
大
雪
の
中
を
歩
い
て
、
卯
辰
山
の
湯
坐
屋
に
二
十
二
日
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～
二
十
三
日
に
収
容
さ
れ
た
。

　

織
屋
、
湯
坐
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
に
収
容
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
役
人
の
目
を
ぬ
す
ん

で
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
翌
年
に
な
る
と
、
は
し
か
が
流
行
し
て
四
十
二
名
の

子
供
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
腸
チ
フ
ス
が
伝
染
し
た
が
、
病
院
で
の
手
当
て
で
死
者
は

三
名
の
み
で
す
ん
だ
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
た
だ
祈
り
に
集
中
す
る
日
を
過
ご
し
た
。

◇  

説
得
の
強
化

　

八
月
に
入
る
と
金
沢
藩
の
仏
僧
に
よ
る
説
得
が
始
ま
っ
た
。
松
任
・
本
誓
寺
の
松
本

白
華
、
永
順
寺
出
身
の
石
川
舜
台
等
は
漢
訳
の
聖
書
を
読
み
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に

も
通
じ
て
い
た

高
僧
た
ち
の
棄
教
へ
の
説
得
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

─
神
道
、
仏
道
、
儒
道
の
道
を
知
ら
ぬ
か
ら
邪
道
へ
迷
い
込
ん
だ
の
だ
。
教
諭
に
よ
り

改
宗
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
「
只
今
改
宗
致
シ
マ
ス
程
ナ
ラ
国
元
ニ
オ
イ
テ
改
宗
ヲ
イ
タ
シ
マ
ス
ル
」

─
天
子
様
と
異
国
人
が
軍
さ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
何
方
の
味
方
を
す
る
の
か
？

　
　
「
私
共
ノ
宗
門
切
支
丹
ニ
テ
ハ
軍
サ
セ
ヌ
約
束
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
」

　

当
時
の
最
高
の
高
僧
も
、
無
学
で
あ
っ
て
も
信
仰
強
固
な
農
民
た
ち
の
英
知
に
は
歯

が
た
た
な
か
っ
た
。
説
得
側
の
仏
僧
、
松
本
白
華
の
遺
し
た
「
備
忘
録
」
に
よ
る
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
説
諭
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
正
月
）
に
は
す
で
に
始
め
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。

　

説
諭
に
応
じ
な
い
収
容
所
の
中
心
人
物
数
人
を
「
奥
の
と
き
え
」
と
い
わ
れ
る
二
重

柵
を
し
た
十
六
間
に
四
間
の
牢
獄
の
一
棟
に
打
ち
こ
ま
せ
た
。
数
日
後
、
十
二
月
の
雪

の
中
に
今
ま
で
の
着
衣
を
は
ぎ
と
り
、袷
一
枚
着
た
だ
け
の
寒
ざ
ら
し
に
し
た
り
し
た
。

　
「
奥
の
と
き
え
」
に
収
容
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
当
時
、
地
元
金
沢
の
東
長
江
の
人

が
、
近
づ
き
話
を
し
た
こ
と
が
、
一
九
八
八
年
の
聞
き
取
り
か
ら
分
か
っ
た
。
長
瀬
清

角
氏
が
祖
父
か
ら
子
供
の
頃
に
聞
い
た
話
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
真
冬
で
は
な
く
、

村
人
が
牢
獄
近
く
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
。
長
崎
弁
な
の
で
分
か
り
に

く
か
っ
た
が
、「
早
く
帰
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
土
地
の

住
民
と
の
接
触
は
、
そ
れ
な
り
に
存
在
し
た
の
だ
っ
た
。

　

浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
金
沢
藩
が
卯
辰
山
に
隔
離
し
た
の
は
、
市
中
の
収
容
施
設
で

は
人
心
の
動
揺
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
初
の
計
画
で
は
市
中
（
西
町
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、
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が
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近
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を
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こ
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が
、
一
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八
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か
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か
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清

角
氏
が
祖
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か
ら
子
供
の
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に
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い
た
話
だ
と
い
う
こ
と
だ
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。
真
冬
で
は
な
く
、

村
人
が
牢
獄
近
く
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
時
期
だ
と
い
う
。
長
崎
弁
な
の
で
分
か
り
に

く
か
っ
た
が
、「
早
く
帰
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
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に
、
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地
の
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は
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な
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に
存
在
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。
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上
の
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収
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懸
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当
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中
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町
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四
番
丁
）で
あ
っ
た
も
の
を
、強
引
に
卯
辰
山
に
し
た
の
は
、藩
老
、奥
村
栄
通
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
周
到
な
藩
の
処
置
も
、
結
果
的
に
藩
の
上
級
武
士
に
キ
リ
シ
タ
ン
の

姿
を
深
く
心
に
刻
ま
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。
か
つ
て
高
岡
奉
行
と
し
て
庶
民
に
慕
わ
れ

た
長
尾
八
之
門
と
い
う
武
士
が
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
に
ア
メ
リ
カ
人
の
ト
マ

ス
・
ウ
イ
ン
よ
り
洗
礼
を
う
け
た
。
長
尾
八
之
門
は
現
在
の
「
北
陸
学
院
」
の
前
身
の

愛
真
学
校
の
設
立
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
で
あ
る
。

◇  

大
聖
寺
藩
へ
流
配
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン

　

大
聖
寺
藩
へ
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
十
月
二
十
五
日
）、
太
政
官
よ
り
浦
上
村

の
キ
リ
シ
タ
ン
五
十
名
を
預
け
る
指
令
が
届
い
た
。
総
員
八
十
三
名
、
中
に
は
長
州
に

預
け
ら
れ
る
は
ず
の
二
家
族
が
加
わ
っ
て
い
た
。
十
二
月
八
日
、
長
崎
を
出
港
し
て
大

阪
に
着
き
、
兵
庫
に
引
き
返
し
て
役
人
の
到
着
を
待
っ
た
。
一
週
間
ほ
ど
た
っ
て
大
聖

寺
の
役
人
に
引
き
取
ら
れ
、
大
阪
、
伏
見
を
へ
て
大
津
に
着
き
、
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
陸

行
し
、
大
聖
寺
に
到
着
し
た
の
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
一
月
十
二
日
）
で
あ
っ
た
。

町
の
東
手
の
庄
兵
衛
谷
の
射
的
場
の
長
屋
に
収
容
さ
れ
た
。『
信
仰
の
礎
、
浦
上
信
徒
総

流
配
百
周
年
記
念
』（
一
九
六
九
年
）
に
は
、「
収
容
所
内
で
は
別
段
責
め
を
受
け
る
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
食
物
の
不
足
に
は
一
同
少
な
か
ら
ず
悩
ま
さ
れ
た
。
二
月
二
十
一

日
に
は
源
三
郎
以
下
三
十
三
名
が
富
山
に
送
ら
れ
、
残
っ
た
者
た
ち
が
心
細
さ
を
募
ら

せ
る
中
、
間
も
な
く
改
宗
の
説
得
が
始
め
ら
れ
た
。
説
得
に
は
仏
僧
が
当
た
っ
て
、
五
、

六
名
ず
つ
本
昌
寺
と
い
う
寺
に
呼
び
出
し
、改
宗
を
迫
っ
た
。
し
か
し
、皆
気
強
く
つ
っ

ぱ
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
の
で
、
三
日
の
後
に
は
一
人
一
人
引
き
分
け
、
藩
内
の
各
寺
院

に
預
け
ら
れ
た
。
寺
院
預
け
に
な
る
と
、
待
遇
は
そ
の
寺
院
、
寺
院
に
よ
っ
て
異
な

り
、
親
子
兄
弟
の
ご
と
く
厚
遇
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
牛
馬
同
然
に
酷
遇
さ
れ
る
者

も
あ
っ
た
と
い
う
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
聖
寺
県
（
旧
大
聖
寺
藩
）
を
合
併
し
た

金
沢
県
が
石
川
県
と
改
称
し
た
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
六
月
六
日
）
に
大
聖
寺
に
流

配
さ
れ
て
い
た
全
員
（
五
十
名
）
が
金
沢
へ
送
ら
れ
、
卯
辰
山
の
養
生
所
跡
に
入
れ
ら

れ
た
。
養
生
所
は
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
六
月
）
か
ら
始
ま
っ
た
卯
辰
山
開
拓
の

主
な
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
た
病
院
で
あ
っ
た
が
、
移
転
し
て
当
時
は
空
き
屋
に
な
っ

て
い
た
。

◇  

富
山
藩
へ
流
配
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
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、
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五
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）、
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よ
り
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五
十
名
を
預
け
る
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が
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。
総
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、
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に
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長
州
に

預
け
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る
は
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の
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族
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加
わ
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て
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。
十
二
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八
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、
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返
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着
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待
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た
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一
週
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ほ
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役
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引
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取
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伏
見
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へ
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津
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き
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湖
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沿
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し
、
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に
到
着
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の
は
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（
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治
三
年
一
月
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日
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。
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の
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手
の
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兵
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の
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的
場
の
長
屋
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収
容
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た
。『
信
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の
礎
、
浦
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信
徒
総

流
配
百
周
年
記
念
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九
六
九
年
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に
は
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収
容
所
内
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別
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受
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悩
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。
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月
二
十
一

日
に
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三
郎
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下
三
十
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山
に
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ら
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び
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し
、改
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迫
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た
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か
し
、皆
気
強
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つ
っ

ぱ
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か
っ
た
の
で
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一
人
一
人
引
き
分
け
、
藩
内
の
各
寺
院
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寺
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、
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な
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兄
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さ
れ
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流
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（
五
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れ
、
卯
辰
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の
養
生
所
跡
に
入
れ
ら

れ
た
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養
生
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、
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八
六
七
年
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応
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月
）
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山
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施
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。
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キ
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シ
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一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
二
月
二
十
一
日
）
に
は
、
大
聖
寺
か
ら
三
十
三
名
、
金
沢

か
ら
九
名
、
合
計
四
十
二
名
が
引
き
分
け
ら
れ
て
富
山
に
護
送
さ
れ
た
。

富
山
城
下
の
南
方
、
上
新
川
郡
の
合
田
の
湯
と
経
力
の
湯
に
集
め
ら
れ
た
が
、
転
宗

さ
せ
る
た
め
に
、
三
回
に
わ
た
っ
て
新
川
、
婦
負
両
郡
の
真
宗
寺
院
二
十
九
寺
に
預
け

ら
れ
、
そ
の
寺
々
で
住
職
が
改
心
す
る
よ
う
に
説
得
し
た

四
月
十
日
に
は
中
沖
の
西
光
寺
へ
二
十
五
名
、
五
月
一
日
に
は
婦
負
郡
古
里
村
永
沢

の
西
光
寺
ほ
か
三
か
寺
へ
九
名
、
五
月
二
十
八
日
に
は
同
郡
神
保
村
上
吉
川
の
薬
入
寺

ほ
か
七
か
寺
へ
八
名
（
大
谷
派
八
か
寺
、
本
願
寺
派
二
十
一
か
寺
）
預
け
ら
れ
た
。
七

歳
以
下
の
幼
児
は
母
親
と
一
緒
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
夫
婦
、
親
子
別
々
に

預
け
ら
れ
た
。

四
十
二
名
の
頭
と
み
ら
れ
た
重
次
郎
は
神
保
村
上
吉
川
の
薬
入
寺
に
、
妊
娠
中
の
妻

き
く
と
四
歳
に
な
る
娘
と
め
は
古
里
村
長
沢
の
西
光
寺
に
、
ま
た
、
き
く
の
兄
善
次
郎

は
塩
の
光
慶
寺
に
預
け
ら
れ
た
。

男
は
十
五
歳
以
上
、
五
十
九
歳
ま
で
は
犬
の
よ
う
に
鉄
輪
を
か
け
ら
れ
た
。
奴
隷
の

よ
う
に
酷
使
さ
れ
、境
内
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。朝
は
粥
、昼
は
味
噌
汁
、

夜
は
香
の
物
、
七
日
に
一
度
塩
魚
、
三
十
日
に
一
度
浴
場
と
定
め
て
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

富
山
藩
で
も
神
保
村
上
吉
川
薬
入
寺
の
記
録
を
例
に
と
る
と
、
五
月
二
十
七
日
富
崎

の
本
覚
寺
四
名
、
安
田
の
中
堂
寺
一
名
、
八
町
の
勝
法
寺
一
名
、
布
目
の
長
専
寺
一
名
、

岩
瀬
の
浄
光
寺
一
名
、
塩
の
光
慶
寺
一
名
が
転
宗
し
て
お
り
、
転
宗
者
が
出
る
度
に
富

山
藩
庁
か
ら
藩
史
が
来
て
、
信
者
の
鉄
輪
を
は
ず
し
た
。

　

六
月
五
日
に
は
、
頭
の
重
次
郎
も
つ
い
に
転
宗
し
た
。
重
次
郎
は
転
宗
す
る
と
身
ご

も
っ
て
い
る
妻
き
く
の
介
抱
の
た
め
、
十
五
日
間
西
光
寺
へ
通
い
た
い
と
願
い
出
、
聞

き
入
れ
ら
れ
て
西
光
寺
を
訪
れ
て
い
る
。

六
月
二
十
日
、
西
光
寺
に
い
る
重
次
郎
の
妻
き
く
に
陣
痛
が
始
ま
り
、
住
職
の
慈
慶

や
寺
方
の
女
た
ち
が
介
抱
し
た
が
難
産
で
死
去
、
二
十
二
日
に
長
沢
焼
場
（
村
の
火
葬

場
）
の
一
隅
に
埋
め
ら
れ
た
。

◇  

英
字
新
聞
へ
の
投
稿
の
波
紋

　

一
八
七
一
年
一
月
二
十
八
日
（
明
治
三
年
十
二
月
八
日
）
付
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ

ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』　(TH

E JAPAN
 W

EEKLY M
AIL)

と
い
う
横
浜
の
英
字
新
聞
が
、
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キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
様
子
を
報
道
し
た
。

　
「
六
百
人
以
上
も
が
豚
小
屋
の
豚
の
ご
と
く
、
獄
屋
の
二
階
に
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

囚
人
の
中
の
多
く
の
幼
児
も
天
然
痘
の
伝
染
病
で
ほ
と
ん
ど
亡
く
な
っ
た
。
南
京
米
の

お
む
す
び
一
個
だ
け
の
ひ
ど
い
食
料
事
情
だ
。」

　

少
し
ば
か
り
の
誇
張
が
あ
る
と
は
い
え
、
関
係
者
が
読
め
ば
、
金
沢
藩
の
卯
辰
山
の

湯
坐
屋
の
様
子
を
活
写
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
分
か
る
。

　

こ
の
投
書
記
事
の
載
っ
た
新
聞
は
、
在
留
外
国
人
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ

す
と
と
も
に
、
英
国
公
使
館
が
と
り
あ
げ
た
。
日
英
外
交
交
渉
の
な
か
、
金
沢
藩
に
つ

い
て
は
現
地
視
察
を
要
求
さ
れ
た
。

　

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
二
月
二
十
二
日
、
金
沢
の
卯
辰
山
に
英
国
新
潟
領
事
代
理

ト
ゥ
ル
ー
プ
と
外
務
少
丞
の
水
野
良
之
に
よ
る
視
察
が
あ
っ
た
。

　

視
察
後
、キ
リ
シ
タ
ン
の
対
応
に
改
善
が
見
ら
れ
、キ
リ
シ
タ
ン
達
は
小
川
の
ド
ジ
ョ

ウ
を
蒲
焼
き
に
し
て
卯
辰
山
の
ふ
も
と
で
売
り
歩
い
た
り
、
手
づ
く
り
の
ぞ
う
り
を
売

り
歩
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
外
国
人
の
視
察
、
外
務
省
に
よ
る
改
善
指
示
が
あ
っ
た
の
は
、
前
記
し

た
よ
う
に
、
横
浜
の
英
字
新
聞
の
投
書
か
ら
だ
っ
た
。

◇  

高
札
撤
去

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
撤
去
は
、
一
八
七
三
年
二
月
二
十
四
日
（
明
治
六
）、
太

政
官
布
告
第
六
十
八
号
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
三
月
十
四
日
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
釈
放

が
太
政
官
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
も
四
十
～
五
十
人
ず
つ
の
組
に
分
か

れ
て
、
徒
歩
で
神
戸
へ
、
そ
の
後
、
船
で
長
崎
へ
帰
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
六
月

ま
で
帰
還
が
続
い
た
。
維
新
政
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
高
札
を
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
理
由
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
だ
。

一　

国
外
か
ら
の
抗
議
、
要
請

二　

キ
リ
シ
タ
ン
を
預
っ
た
諸
藩
が
、
財
政
上
の
負
担
が
大
き
い
と
政
府
へ
苦
情
を
陳

　
　

べ
た
こ
と
。

三　

今
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
は
極
悪
非
道
な
鬼
か
天
狗
と
思
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
諸
藩
の

人
々
の
耳
目
に
触
れ
て
彼
ら
が
純
朴
な
農
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
。

四　

流
配
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
改
心
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
改
心
し
て

「定」禁令高札

裏書「益田郡尾崎村の墨書	

現在の岐阜県益田郡萩原町大

字尾崎」
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シ
タ
ン
の
高
札
を
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
理
由
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
だ
。

一　

国
外
か
ら
の
抗
議
、
要
請

二　

キ
リ
シ
タ
ン
を
預
っ
た
諸
藩
が
、
財
政
上
の
負
担
が
大
き
い
と
政
府
へ
苦
情
を
陳

　
　

べ
た
こ
と
。

三　

今
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
は
極
悪
非
道
な
鬼
か
天
狗
と
思
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
諸
藩
の

人
々
の
耳
目
に
触
れ
て
彼
ら
が
純
朴
な
農
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
。

四　

流
配
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
改
心
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
改
心
し
て

「定」禁令高札

裏書「益田郡尾崎村の墨書	

現在の岐阜県益田郡萩原町大

字尾崎」
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長
崎
へ
帰
郷
さ
せ
て
も
、
再
び
信
仰
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
宗
教
弾
圧
の

継
続
は
不
可
能
と
政
府
は
判
断
す
る
し
か
な
か
っ
た
こ
と
。

　

二
月
二
十
四
日
の
高
札
撤
去
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
黙
認
を
事
実
上
実
現
さ
せ
た
」
だ

け
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
（
現
代
の
信
教
の
自
由
で
は
な
い
）、
徳
川
幕
府
が
「
祖
法
」

と
し
て
弾
圧
し
続
け
た
キ
リ
シ
タ
ン
、
加
賀
藩
な
ど
は
「
根
切
り
」
宣
言
ま
で
し
た
キ

リ
シ
タ
ン
、
九
州
地
方
の
浦
上
を
は
じ
め
と
す
る
三
千
人
以
上
の
犠
牲
と
無
抵
抗
の
抵

抗
に
よ
り
信
仰
と
良
心
の
尊
厳
を
守
り
通
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ

こ
そ
、
ま
さ
に
宗
教
史
上
の
奇
跡
と
も
い
え
る
復
活
で
あ
っ
た
。

新
政
府
に
よ
る
信
教
の
あ
る
程
度
の
自
由
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）（
大

日
本
帝
国
憲
法
第
二
十
八
条
信
教
の
自
由
規
定
）
の
成
立
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
高
札
撤
去
に
よ
り
二
百
七
十
五
年
に
及
ぶ
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
と
弾
圧
は
終
息
し

た
。

長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
に
関
す
る
北
陸
の
『
公
文
録
』
よ
り

　
御
預
異
宗
徒
人
員
届
　
石
川
県
　
明
治
六
年
三
月
十
五
日

　
元
金
沢
県
御
預
異
宗
徒
　
五
百
二
十
六
人
並
　
出
産
ノ
者
　
五
十
五
人

　
元
大
聖
寺
県
御
預
異
宗
徒
　
四
十
四
人
並
　
出
産
ノ
者
　
一
人
　（
合
計
人
員
　
六
百
二
十
六
人
）

　
　
　
内
　

　
元
富
山
県
へ
引
送
人
　
九
人
、　
死
亡
　
百
二
人
、　
御
引
渡
ノ
折
途
中
ニ
テ
脱
走
　
一
人
　
於
当
県
脱
走
　
一
人

　
復
籍
　
三
十
三
人
、　

　
　
　
内
　
壬
申
八
月
九
日
発
送
　
十
人
、　
同
九
月
十
二
日
発
送
　
二
十
二
人
　
明
治
六
年
二
月
二
十
日
発
送
一
人

　
　
　
　
　
元
今
残
人
員
如
左

　
註
　
改
心
　
不
改
心
の
分
別
な
し
　
総
計
四
百
八
十
一
人
　
他
脱
走
一
人

内二
百
四
十
一
人
　
男
　
二
百
四
十
人
　
　
女

　
　
　
　
　
右
ノ
通
相
違
無
之
候
　
以
上

　
　
　
　
　
明
治
六
年
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
県
令
　
内
田
政
風

　
　
　
　
　
史
官
御
中
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御
預
異
宗
徒
人
員
御
届
　
新
川
県
（
富
山
藩
）　

　
御
預
異
宗
徒
人
員
御
届

　
新
川
県
（
富
山
藩
）　
　
　
明
治
六
年
四
月
二
日
（
公
文
録
）

　
旧
富
山
藩
へ
御
預
ケ
相
成
候
長
崎
浦
上
村
異
宗
人
員
調
べ
書

　
可
着
出
旨
三
月
中
以
雛
形
御
達
ニ
付
取
調
候
処
別
紙
ノ
通
御

　
座
候
此
段
御
届
申
上
候
　
以
上

　
　
　
　
　
明
治
六
年
四
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
川
県
　
参
事
　
成
川
尚
義
　
新
川
県
参
事
　
三
吉
周
亮
　
　
新
川
県
県
令
　
山
田
秀
典

　
　
　
　
　
史
官
御
中

　
御
預
異
宗
徒
　
四
十
二
人
並
出
産
者
四
人

　
　
　
内

　
死
亡
　
五
人
、　
脱
走
　
無
之
、　
編
籍
　
無
之
、　
　
復
籍
　
無
之
　
合
一
人
　
減
、

　
現
今
残
人
員
（
注
、
編
集
部
個
人
名
省
略
）
合
四
拾
壱
人

　
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
　
以
上

　
　
　
　
　
明
治
六
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
新
川
県

 

山
田
光
雄
著　
『
帰
っ
て
き
た
旅
の
群
像　

─
浦
上
一
村
流
配
者
記
録
─
』
よ
り

　
三  

名
古
屋
教
区
と
主
税
町
教
会
の
歴
史


